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日本熱帯農業学会 

日日本本熱熱帯帯農農業業学学会会第第 111122 回回講講演演会会  
 
期期	
 	
 日日	
 2012年 10月 6日（土）・10月 7日(日)     
場場	
 	
 所所	
 名古屋大学大学院生命農学研究科および野依記念学術交流館 
事事務務局局	
 〒464-8601 	
 名古屋市千種区不老町	
 名古屋大学農学国際教育協力研究センター 

運営委員長	
 浅沼修一 
運営委員	
 	
 槇原大悟、伊藤香純、西川芳昭（名大国際開発研究科） 

道山弘康、平野達也（名城大学農学部） 
TEL：052-789-4226（槇原）、4599（伊藤）、4232（浅沼） 
FAX：052-789-4222（農学国際教育協力研究センター事務室） 
E-mail  asanumas@agr.nagoya-u.ac.jp（浅沼：問い合わせ） 
      	
 makihara@agr.nagoya-u.ac.jp（槇原：参加・発表申込） 

参参加加申申込込	
 研究発表の有無にかかわらず、参加希望者はE-mailにより 22001122 年年 88 月月 3311 日日((金金))までに
お申し込みください。件名は「第 112 回講演会参加申込」とし、①氏名・所属、②研究発
表の有無、③懇親会参加の有無をご記入ください。申し込みを確認しましたら、事務局より

申し込み確認メールを返信いたします。E-mail による申し込みが不可能な場合は、	
 	
 	
 	
 	
 	
 
FAX( 052-789-4222；槇原)でお申し込みください。 

講講演演申申込込	
 発表希望の方は、上記 3項目に加えて、④発表者氏名（共同発表の場合には演者の頭に＊を
付す）。⑤発表題目、⑥キーワード（３～４語）を記入し、22001122 年年 77 月月 2277 日日（（金金））まで
にお申し込みください。 
研究発表の講演要旨原稿は、下記の作成要領に従って作成し、PDF ファイルに変換し

E-mailの添付ファイルにて、22001122 年年 88 月月 1100 日日((金金))((必必着着))までに上記運営委員会宛にご送
付ください。E-mailによる送付が不可能な場合、郵送でも受け付けます。 
本講演会ではスライドの使用はできません。発表は事務局で準備する液晶プロジェクター

をご利用ください。当日は液晶プロジェクター発表用に、コンピューター（Windows）を用
意いたします。マイクロソフト Power Point 2007 までのバージョンのファイルを Power 
Pointスライドショー形式でフラッシュメモリーまたは CD-Rに保存して、当日ご持参くだ
さい。発表当日のコンピューターの操作は、すべてご自身でなさるか、操作者をご自身で手

配してください。 
注）講演発表の筆頭者および発表者は会員（正会員･学生会員･外国人会員・名誉会員）に

限ります。未入会の方は発表当日までに入会をお願いいたします。 
日日	
 	
 	
 	
 程程	
 2012年 10月 6日(土) 

講演会 
公開シンポジウム 	
 	
 テーマ：「アフリカとイネ	
 その歴史と現在そして展望」（仮題） 
懇親会 

  
2012年 10月 7日(日) 
講演会 



参参  加加  費費	
 一般：5,000円、学生：3,000円	
 (要旨集代を含む。当日受け付けます。) 
懇懇親親会会費費	
  一般：4,000円、学生：2,000円（当日受け付けます。） 
講講演演要要旨旨作作成成要要領領(記入例参照) 
１．用紙は必ずA4版、白地の上質紙 2枚を縦長の形で使用し、横書きにする(用紙 1枚が 1ページとな
る)。 

２．用紙はそのままコピー(白黒オフセット印刷)される。 
３．a，1枚目の最初の行は講演の順番を記入するため、初めの 5文字を空けて講演題目および発表者氏

名・所属を和文・英文で併記する。連名の場合、演者の頭に＊を付けること（いずれの項目も事

前申込時と異ならないように注意してください）。 
b，1行空けて次の行より本文および図表を用紙 2枚に収まるように適当に配列して記入すること。 
c，要旨を作成するにあたっては、1枚当たり 43行が入る程度を目安とし、1行あたり 40字程度で
記入すること。余白はA4版用紙の上下左右とも 25mm、フォントは明朝体 10.5ポイント程度と
する。英文の場合、フォントはTimes New Roman、11ポイント程度とする。 

d，2枚目の右肩枠外に筆頭者名を鉛筆で記入すること。ページ数または番号は記さないこと。 
４．文字および図表はすべて黒色を使用すること。 
５．文章、生物名、学名その他の記述法は学会誌の投稿原稿作成要領に従うこと。 

記記	
 	
 入入	
 	
 例例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜＜会会場場おおよよびび宿宿泊泊ののごご案案内内＞＞  
会会	
 	
 	
 	
 場場	
 	
 名古屋大学大学院生命農学研究科および野依記念学術交流館 

（名古屋大学東山キャンパス内）	
  
〒464−8601	
 名古屋市千種区不老町 

交交通通案案内内	
 	
 名古屋大学ホームページの交通・キャンパス案内をご覧下さい。 
	
 	
 	
 	
 	
  (URL, http://www.nagoya-u.ac.jp/global-info/access-map/access/) 

地下鉄名城線名古屋大学駅下車すぐ （2 番出口を出て、案内板に従ってお進みください。） 

 

宿宿泊泊案案内内	
 インターネット、旅行会社などを通じて各自､直接お申し込みください。 

□□□□□久米島におけるFipronilベイト剤処理がサトウキビの生育，収量に与える影響  
*河﨑俊一郎・冨永	
 淳・福澤康典・藪田	
 伸・上野正実・川満芳信  

（琉球大学農学部）	
 

E f f e c t s  o f  F ip ro n i l  B a i t  o n  S u g a rc a n e  G ro w th  a n d  Y ie ld  i n  K u m e  I s l a n d  

* S . K a w a s a k i ,  J .  T o m i n a g a ,  Y .  H u k u z a w a ,  S .  Y a b u t a ,  M .  U e n o  a n d  Y .  K a w a m i t u  

(F a c .  o f  A g r . ,  U n i .  o f  t h e  R y u k y u s )  

 
 


